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北
大
に
お
け
る
地
質
学
と
北
海
道

北大路おける地質学と北海道

北
大
が
広
義
の
地
質
学
の
分
野
で
、
北
海
道
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
も

た
ら
し
て
来
た
か
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
小
論

は
、
北
大
に
お
け
る
地
質
学
や
鉱
物
学
の
研
究
史
と
し
て
は
限
ら
れ
た
内

容
の
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
北
大
の
こ
と
を
述
べ
る
前
に
、
北
海
道
の
地
質
学
の
濫
傷
に
ふ
れ

て
お
く
。

1 

開
拓
使
以
前
の
時
代
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北
海
道
に
近
代
的
な
地
質
学
が
導
入
さ
れ
た
の
は
案
外
に
古
く
、
一
八

五
四
年
(
安
政
元
)
の
日
米
和
親
条
約
の
締
結
と
関
連
が
あ
る
。
以
来
、

伊
豆
の
下
回
と
箱
館
は
開
港
し
、
ア
メ
リ
カ
船
に
薪
水
・
食
糧
を
補
給
す

る
義
務
が
生
じ
た
。
間
も
な
く
薪
の
代
わ
り
に
石
炭
の
要
求
が
多
く
な

り
、
べ
そ
の
た
め
に
一
八
六
五
年
か
ら
、
釧
路
の
オ
ソ
ツ
ナ
イ
・
白
糠
海
岸

に
露
出
す
る
石
炭
の
採
掘
を
始
め
た
。
し
か
し
、
炭
質
は
不
良
で
箱
館
か

湊

正

雄

ら
も
遠
く
、
こ
れ
ら
の
炭
坑
は
一
八
六
七
年
に
休
山
し
、
代
わ
っ
て
現
在

の
岩
内
町
に
近
い
茅
沼
で
採
炭
が
同
じ
年
に
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
石
炭
は

一
八
五
六
年
こ
ろ
に
地
元
の
漁
師
が
発
見
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

幕
府
は
米
国
の
地
質
学
者
の
来
日
を
望
ん
で
い
た
が
、
ハ
リ
ス
公
使
の
斡

旋
で
パ
ン
ペ
リ
l

(
戸
句
ロ
ヨ
宮
口
己
、
ブ
レ
ー
ク
(
当
・
司
・
巴
件
。
)
が
一

八
六
二
年
に
江
戸
に
到
着
し
、
直
ち
に
蝦
夷
地
に
向
か
っ
た
。

当
時
、
日
本
に
職
を
求
め
て
来
朝
し
た
外
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

そ
の
一
人
に
英
人
ガ
ワ
l
(明
-
E
・
玄
・
。
。
唱
巾
円
)
が
い
た
。
彼
は
前
記
の
二

名
と
と
も
に
茅
沼
を
訪
れ
た
が
、
調
査
の
結
果
炭
層
は
満
足
な
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
が
り
、
山
元
か
ら
港
ま
で
の
輸
送
設
備
も
完
成
さ
れ
た
。

パ
ン
ペ
リ
l
と
守
フ
レ
ー
ク
は
茅
沼
の
ほ
か
に
、
噴
火
湾
沿
岸
や
日
本
海

沿
岸
の
地
質
と
鉱
山
資
源
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
僅
か
一
年
で
日
本
か
ら

引
き
あ
げ
た
。
パ
ン
ペ
リ
ー
は
そ
の
後
中
国
に
わ
た
り
、
華
北
・
満
州
・

蒙
古
を
踏
査
し
、
こ
の
広
大
な
大
陸
の
古
期
岩
が
概
し
て
東
北
|
西
南
の
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方
向
(
臼
ロ
富
島
湾
口
z
o
S
Jを
一
部
す
ζ

と
を
発
見
し
た
。
こ
の
た
め
に
彼
~

の
名
は
今
に
至
る
も
著
名
で
あ
る
。
彼
の
行
っ
た
蝦
夷
地
西
南
部
の
踏
査

結
果
は
、
中
国
の
地
質
調
査
と
併
せ
て
戸
H
V
Z同

So--可

C
E
E
h
r白
白
河
町

l
M
m河内同対

-
h
p
な
H

〔

U
Fな
H
邑
u

出
向
。
s

h

・0
N
N
R
H

白

3
n出

h
b
b白
s

h

出
足
、
弘
司
H

h
・
H
M
H
白
河
同
白
、
伺

呂
町
N

同ロ

5
2
L∞2
・
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
開
拓
使
顧
問

ケ
プ
ロ
ン
の
た
め
に
パ
ン
ベ
リ
l
の
名
で
提
出
し
た
蝦
夷
地
の
調
査
報
告

に
は
、
ブ
レ
ー
ク
と
の
連
名
で
作
成
さ
れ
た
渡
島
半
島
地
質
踏
査
図
と
称

さ
れ
る
簡
略
な
地
質
図
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

北大百年の諸問題

2 

開
拓
使
仮
学
校
の
時
代

開
拓
使
顧
問
ケ
プ
ロ
ン
の
推
薦
で
ラ
イ
マ
ン
宙

ω-C員
百
口
〉
が
日

本
に
来
た
の
は
一
入
七
二
年
(
明
治
五
)
十
二
月
で
あ
っ
た
。
彼
の
任
務

は
北
海
道
の
地
質
を
総
合
的
に
検
討
し
、
併
せ
て
地
下
資
源
開
発
の
可
能

性
に
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
年
芝
の
増
上
寺
に
設
立
さ
れ

た
開
拓
使
仮
学
校
で
は
、
一
八
七
三
年
、
生
徒
の
う
ち
六
名
(
翌
年
か
ら

一
O
名
)
が
、
ラ
イ
マ
ン
補
助
者
と
し
て
随
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
彼
ら
は
北

海
道
地
質
測
量
生
徒
と
呼
ば
れ
た
。
ラ
イ
マ
ン
は
彼
ら
に
地
質
学
を
講

じ
、
ま
た
測
量
の
実
用
問
も
行
っ
た
。

ラ
イ
マ
ン
は
助
手
と
し
て
来
朝
し
た
鉱
物
学
者
モ
ン
ロ
ー
(
戸

ω・

7
向。ロ円
D
O
)

と
、
前
記
の
地
質
測
量
生
徒
と
と
も
に
、
一
八
七
三
年
か
ら

夏
は
長
期
に
わ
た
り
北
海
道
の
地
質
調
査
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
冬
に
は
東

京
で
踏
査
結
果
の
整
理
を
全
員
で
行
っ
た
。
三
年
間
に
及
ん
だ
こ
の
踏
査

は
、
北
海
道
の
海
岸
線
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
と
、
石
狩
川
、
十
勝
川
の
川

筋
の
全
部
に
わ
た
り
、
そ
の
他
す
で
に
開
発
さ
れ
た
り
情
報
の
あ
っ
た
砂

金
地
・
硫
黄
山
・
銅
・
鉛
・
亜
鉛
の
鉱
脈
、
油
徴
地
と
炭
団
地
域
に
及
ん

だ。
こ
れ
ら
の
地
質
調
査
の
結
果
は
一
八
七
三
年
(
明
治
六
)
か
ら
一
八
七

七
年
に
わ
た
っ
て
開
拓
使
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
特
に
重
要
な
も
の
は
『
北

海
道
地
質
総
論
』
(
一
八
七
七
年
)
と
、
縮
尺
二

0
0万
分
の
一
の
『
北

海
道
の
地
質
、
図
』
(
日
本
蝦
夷
地
方
地
質
要
略
之
図
、
一
八
七
六
年
〉
で

あ
っ
た
。
ラ
イ
マ
ン
は
直
接
に
北
大
と
の
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
一
彼
が
地

質
測
量
生
徒
一
に
対
し
て
使
用
し
た
教
科
書
類
は
札
幌
農
学
校
に
移
管
さ

れ
、
ま
た
彼
が
長
期
の
一
調
査
期
間
中
に
採
集
し
た
岩
石
・
鉱
物
・
化
石
な

ど
の
標
本
も
札
幌
農
学
校
に
残
さ
れ
た
。

3 

札
幌
農
学
校
の
時
代

札
幌
農
学
校
に
お
け
る
地
質
学
(
広
義
)
の
講
義
は
関
学
の
当
初
か
ら

行
わ
れ
、
工
学
科
が
設
置
さ
れ
た
一
八
八
七
年
(
明
治
二

O
)
よ
り
は
こ

こ
で
も
講
義
さ
れ
た
。
た
だ
し
授
業
担
当
者
は
、
表
1
に
示
し
た
よ
う

に
、
浅
井
郁
太
郎
と
石
川
貞
治
を
除
き
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
。
ベ
ン
ハ

ロ
ー
は
植
物
学
者
、
工
藤
精
一
と
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ヂ
は
化
学
者
で
、
吉

井
豊
造
も
駒
場
農
学
校
出
身
で
農
芸
化
学
が
専
円
で
あ
り
、
原
十
太
と
入

国
三
郎
は
東
大
出
身
の
動
物
学
者
で
あ
っ
た
。
神
田
勝
亥
は
札
幌
農
学
校

出
身
の
農
学
者
で
あ
っ
た
。
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表1 札幌農学校本科における地質学の授業

1879--80 (12--13) 4 1 3 D. P. Penhallow 

1880--81 (13--14) 4 1 3 工藤精一

1886--87 (19ー 20) 3 2 5 H. E. Stockbridge 

1886--87 (19--20) 4 1 5 H. E. Stockbridge 

1887--88 (20ー 21) 3 2 5 H. E. Stockbridge 

1889--90 (22ー 23) 3 2 3 吉井豊造

1890--91 (23ー 24) 3 2 3 吉井豊造

1891--92 (24--25) 2 2 1.5 吉井豊造

1892--93 (25--26) 2 2 3 吉井豊造

1893--94 (26--27) 2 2 3 吉井豊造

1894--95 (27--28) 1 2 3 吉井豊造および石川貞治

1894--95 (27--28) 2 2 3 吉井豊造および石川貞治

1896--97 (29--30) 1 2 2 原十太および浅井郁太郎

1896--97 (29--30) 2 2 2 原十太および浅井郁太郎

1897--98 (30~31) l' 2--3 3 原十太および入国三郎

庁 3 1 2 原十太および入国三郎

1900 (33) 原十太および神田勝亥、

1904--05 (37--38) 入国三郎

師教学期時間/週l年学代〈明治)年

備考工学科 (1886--1894)の地質学の授業は，教師は同様であるが時間

割は異なる。記入のない年代は教師不詳

一
八
八
八
年
(
明
治
一
一
一
〉
五
月
発
行
の
札

幌
農
学
校
の
洋
書
目
録
に
は
、
二
九
種
類
の
地

質
学
鉱
物
学
関
係
の
書
物
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
は
、
ラ
イ
マ
ン
当
時
の
開
拓

使
仮
学
校
か
ら
、
ひ
き
つ
が
れ
て
保
管
さ
れ
た

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
挙

げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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g
o
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s
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D
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北大百年の諸問題

zo司
J
円
。
吋

F
H∞叶
N

ωの
著
者
ラ
イ
エ
ル
は
「
地
質
学
の
父
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
の

『
地
質
学
原
理
』
N
U

三
三
な
ど
ロ

H
.
c
g目
。
色
、
の
初
版
は
一
入
三

O
年
に

出
版
さ
れ
た
。
彼
は
、
ノ
ア
の
洪
水
説
と
か
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
説
の
よ
う

な
思
弁
的
な
も
の
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
地
質
現
象
を
科
学
的
に
解
釈
し
た

ほ
か
、
地
層
の
層
序
を
確
立
し
、
そ
れ
の
汎
世
界
的
な
同
時
性
を
初
め
て

検
討
し
た
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
ピ

l
グ
ル
号
の
船
旅
に
お
い
て
、

ダ
l
ウ
ィ
ン
が
こ
の
書
物
か
ら
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
こ
と
は
あ
ま
ね
く

知
ら
れ
て
い
る
。

ωは
『
地
質
学
原
理
』
の
第
一

O
版
が
発
行
さ
れ
た
一

八
六
六
年
に
す
で
に
六
版
を
重
ね
て
い
た
同
な
宮
室
内
M
D
¥
c
s
r
h
H

の
改
訂
版
で
『
地
質
学
原
理
』
の
普
及
書
と
み
な
さ
れ
る
。

ωお
よ
び

ωは
地
質
学
の
教
科
書
で
、
今
日
の
地
形
学
、
岩
石
学
、
古
生
物
学
、
岩

石
鑑
定
の
た
め
の
造
岩
鉱
物
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
構
造
地
質
学

ゃ
、
珊
瑚
礁
・
火
山
・
氷
河
作
用
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
ジ
オ

ロ
ジ
ー
を
取
扱
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
地
史
学
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も

ラ
イ
エ
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
。

ωお
よ
び
同
は
何
れ
も
デ
l
ナ
の
著
で
、

前
者
に
は
鉱
物
の
簡
単
な
記
載
の
ほ
か
、
岩
石
学
、
鉱
床
学
お
よ
び
鉱

山
地
質
学
に
わ
た
る
記
事
が
あ
る
。
後
者
は
徹
底
的
な
鉱
物
の
分
類
と
記

載
で
あ
っ
て
、
当
時
の
最
新
の
知
識
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

ωの

が

た

う
ち
の
一
冊
の
裏
表
紙
に
、
ラ
イ
マ
ン
の
弟
子
賀
田
貞
一
の
鉛
筆
書
き
の

署
名
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、

ωの
う
ち
の
一
冊
に
は
、
ベ
ン
書
き
の
ク
ラ
l

ク
の
署
名
、
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
l
ク
は
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大

学
で
地
質
学
を
学
び
、
隅
石
の
研
究
に
よ
っ
て
学
位
を
得
た
の
ち
植
物
学

に
転
じ
、
「
植
物
学
と
農
業
と
の
関
連
」
を
論
じ
た
短
い
文
章
を
こ
の
留

学
中
に
残
し
て
い
る
。
彼
が
地
質
学
や
鉱
物
学
に
つ
い
て
豊
か
な
学
識
を

も
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

以
上
を
要
す
る
に
、
農
学
校
ゃ
、
開
拓
使
仮
学
校
な
ど
で
使
用
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
教
科
書
類
は
、
当
時
と
し
て
は
、
い
ず
れ
'
も
高
度
の
内
容
の

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ラ
l
ク
に
半
年
ほ
ど
お
く
れ
て
着
任
し
た
プ
ル
ッ
・
ク
ス
(
巧
・
M
M

・

∞
ち
尋
問
)
は
、
農
業
者
に
必
要
な
知
識
と
七
て
、
二
二
項
目
を
挙
げ
て
い

る
。
大
崎
恵
治
(
「
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
農
学
の
特
質
」
昭
和
五
四
年

度
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
『
日
本
近
代
史
に
お
け
る
札
幌
農
学
校

の
研
究
』
代
表
者
永
井
秀
夫
二
九
八

O
年
二
二
五
|
四
二
ペ
ー
ジ
)
に
よ

れ
ば
、
そ
の
な
か
に
は
地
質
学
が
ふ
く
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
土
壌
の
理
解

の
た
め
に
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
農
学
校
初
期
の
地
質
学
教
育

の
担
当
者
が
、
化
学
者
で
あ
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
こ
う
い
う
こ
と
が
関

係
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
札
幌
農
学
校
年
報
(
英
文
〉
に

垣
間
み
ら
れ
る
授
業
の
方
針
を
み
る
と
、
少
な
く
と
も
ベ
ン
ハ
ロ
ー
や
ス

ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
今
日
と
同
様
に
講
義
の
他
に
野
外
で
地
質
現
象
を

生
徒
に
観
察
さ
せ
て
い
る
し
、
ま
た
こ
う
し
た
地
質
巡
検
に
つ
い
て
か
な

り
詳
細
な
記
事
も
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
は
講
義
中



に
種
々
の
標
本
を
選
び
、
そ
れ
を
生
徒
に
観
察
さ
せ
て
も
い
る
。
彼
は
一

八
八
五
年
(
明
治
一
八
)
五
月
と
一
八
八
六
年
十
月
に
二
度
、
野
外
巡
検

を
行
っ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
登
別
・
室
蘭
・
モ
ン
ベ
ツ
(
恐
ら
く
伊
達

紋
別
)
を
見
学
の
ル
l
ト
に
選
び
、
登
別
で
間
敬
泉
を
初
め
て
発
見
し
、

北大における地質学と北海道

そ
れ
が
四
五
フ
ィ
ー
ト
の
高
さ
ま
で
噴
出
し
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
記

録
を
残
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
地
質
学
教
室
に
は
設
備
ら
し
い
設
備

も
な
く
、
到
底
満
足
な
教
育
は
行
い
が
た
か
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
ラ
イ

マ
ン
の
集
め
た
標
本
類
は
、
そ
の
教
室
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
当
時
の
教
官
は
、
た
と
え
専
門
家
で
は
な
く
て

も
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
地
質
学
や
鉱
'
物
学
を
理
解
し
、
若
干
の
若
者

を
、
土
壌
の
理
解
と
い
っ
た
限
界
を
越
え
て
、
地
質
学
に
興
味
を
も
た
せ

る
才
能
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
農
学
校
出
身

の
農
学
土
の
な
か
に
は
、
石
川
貞
治
ハ
一
八
八
八
年
卒
〉
や
横
山
壮
次
郎

(
一
八
八
九
年
卒
〉
の
よ
う
な
地
質
学
を
専
門
と
す
る
者
も
出
現
し
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
入
国
三
郎
が
、
生
物
の
分
布
に
深
い
理
解
を
も
ち
、

そ
の
謎
と
き
に
興
味
を
示
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
ラ
イ
エ
ル
の
当
時
に
常

識
と
な
っ
て
い
た
古
地
理
的
背
景
を
、
彼
が
地
質
学
を
講
義
す
る
か
た
わ

ら
学
ん
で
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)
に
北
海
道
庁
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
な
か
に

地
質
鉱
山
係
が
お
か
れ
た
。
こ
の
部
門
の
初
代
の
主
任
は
ラ
イ
マ
ン
の
弟

897 

子
山
内
徳
三
郎
で
あ
っ
た
。

一
八
八
八
年
に
は
神
保
小
虎
が
道
庁
の
技
師

と
し
て
招
か
れ
た
が
、
そ
の
と
き
前
記
の
石
川
、
横
山
の
二
名
が
地
質
要

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
一
八
九
二
年
に
神
保
は
東
大
に
去
り
、
石
川
貞

治
、
横
山
壮
次
郎
ら
が
こ
の
部
門
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
北
海
道

の
み
な
ら
ず
、
南
千
島
ま
で
踏
査
の
足
跡
を
残
し
、

『
北
海
道
庁
地
質
調

査
鉱
物
調
査
報
文
』
(
一
八
九
四
年
北
海
道
庁
刊
)
を
著
し
た
が
、
さ
ら

に
石
川
は
こ
れ
の
第
二
報
文
を
一
八
九
六
年
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
業
績
は
、
札
幌
農
学
校
出
身
者
の
数
少
な
い
地
質
学
的
貢
献
と
し
て
特

筆
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

4 

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
時
代

こ
の
時
代
に
も
学
部
お
よ
び
予
科
に
お
い
て
、
地
質
学
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
た
。
授
業
の
担
当
者
を
表
2
に
示
し
た
。
農
科
大
学
の
教
官
は
札

幌
農
学
校
の
時
代
と
異
な
り
、
す
べ
て
が
東
大
の
地
質
学
科
の
出
身
者
で

~
優
秀
な
専
門
家
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
学
部
の
農
芸
化
学
科
と
林
学
科
で
講

一
義
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
附
属
の
水
産
学
科
・
農
学
実
科
・
林

学
実
科
で
も
行
わ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
。
講
義
の
名
称
は
岩
石
学
で
あ
り

(
一
部
で
海
洋
学
)
、
予
科
で
は
地
質
学
鉱
物
学
で
あ
っ
た
。
学
部
に
お

け
る
講
義
の
題
目
が
土
壌
地
質
学
と
変
わ
っ
た
の
は
北
海
道
帝
国
大
学
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

以
上
の
教
官
の
う
ち
、
大
井
上
義
近
は
一
九
一

O
年
(
明
治
四
一
二
〉
か

ら
一
九
一
八
年
ま
で
北
大
の
助
教
授
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
農
商
務
省
の
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東北帝国大学農科大学および北海道帝国大学初期の地質学の担当教官

年 科

1907ー 08(明治40-41)加藤武夫 加藤武夫

1909 (明治42) 下斗米秀三木 不在

1910-12 (明治43-45)大井上義近 大井上義近

1913 (大正2) 不詳 不詳

1914 (大正3) 大井上義近 大井上義近

1915 (大正4) 田中館秀三* 不在

1916 (大正5) 不詳

寸みふん二a 1917 (大正6) 大井上義近・田中館秀三 大井上義近

1918 (大正7) 大井上義近 |大井上義近

ド919-21(jcJI 8汁不詳
車道帝 問 (大正11) 回中館秀三 中尾治議 夏間純逸

192:1 (大正12) 不詳

大国 1924 (大正13) 中尾清蔵・田中館秀三 中尾清蔵

1925 (大正14) 不詳

初期学
1926 (大正15) 田中館秀三 田上政敏

1927 (昭和2) 中尾清蔵・田中館秀三 中尾清蔵

1928 (昭和3) 中尾清蔵・田中館秀三 図上政敏

予部品
ず代

表2

下斗米秀三と田中館秀三は同一人である。

地
質
調
査
所
(
一
八
八
二
年
創
立
〉
の
技
師
で
も
あ
っ
た
。
地

質
調
査
所
で
は
折
に
ふ
れ
て
北
海
道
の
金
属
資
源
、
油
徴
地
、

炭
田
の
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
大
井
上
も
夏
期
に
は
空
知

お
よ
び
夕
張
炭
田
の
調
査
に
従
事
し
、
そ
の
結
果
を
札
幌
鉱
山

監
督
署
か
ら
一
九
一
一

1
一
二
年
に
か
け
て
公
刊
し
た
。
彼
は

さ
ら
に
一
九
一
八
年
に
な
っ
て
、
六

O
万
分
の
一
縮
尺
の
北
海

道
の
地
質
図
を
編
集
し
刊
行
し
た
。
こ
の
地
質
図
は
、
当
時
の

我
が
国
の
地
質
学
界
で
は
稀
に
み
る
水
準
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
地
質
図
は
地
下
資
源
探
査
の
指
針
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
土
木
事
業
、
農
林
業
に
も
広
い
用
途
が
あ
る
。
実
に
大

井
上
の
編
集
し
た
地
質
図
は
、
農
科
大
学
時
代
に
北
大
が
北
海

道
に
果
し
た
地
質
学
上
の
偉
大
な
貢
献
と
評
価
さ
る
べ
き
も
の

で
申
の
ろ
う
。

5 

北
海
道
帝
国
大
学
の
時
代

* 

こ
の
時
代
に
も
北
大
農
学
部
は
土
壌
地
質
学
の
上
で
顕
著
な

貢
献
を
残
し
た
。
火
山
性
土
壌
と
泥
炭
性
土
壌
は
北
海
道
に
お

け
る
二
つ
の
特
殊
土
壌
で
あ
る
。
中
尾
清
蔵
は
長
期
に
わ
た
り

火
山
性
ロ

l
ム
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼

の
門
下
か
ら
沖
積
世
火
山
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
土
壌
の
研

究
者
が
多
く
輩
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
、
成
層
圏
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近
く
に
舞
い
上
っ
た
火
山
噴
出
物
が
偏
西
風
に
よ
っ
で
火
口
の
東
側
に
堆

積
さ
れ
る
経
緯
が
、
ほ
と
ん
ど
の
新
期
火
山
に
つ
い
て
明
ら
か
広
さ
れ

た
。
火
山
居
序
学
と
か
火
山
噴
出
物
年
代
学
は
、
こ
う
し
た
基
礎
の
上
に

一
九
六

O
年
(
昭
和
三
五
)
以
降
に
開
花
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

泥
炭
地
の
土
壊
の
地
質
学
的
研
究
は
、
一
九
一
三
年
(
大
正
二
)
時
任

一
彦
の
と
り
上
げ
た
石
狩
の
新
艇
貯
炭
地
に
は
じ
ま
る
が
、
農
学
校
時
代

か
ら
、
水
抜
き
し
て
耕
地
に
す
る
と
い
っ
た
土
地
改
良
の
研
究
は
長
年
に

わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
た
。
泥
炭
中
に
残
存
す
る
花
粉
・
胞
子
の
統
計

的
研
究
と
刊
年
代
測
定
ゃ
、
泥
炭
に
介
在
す
る
火
山
灰
中
の
天
然
ガ
ラ
ス

に
み
ら
れ
る
核
分
裂
の
飛
跡
か
ら
そ
の
実
年
代
を
明
ら
か
に
し
、
泥
炭
形

成
の
古
生
態
(
例
え
ば
士
口
気
候
〉
の
変
遷
史
が
問
題
に
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
一
九
七

O
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
帝
国
大
学
時
代
の

土
壌
の
研
究
を
地
質
学
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
農
科
大
学
時
代
に
始
ま
っ

た
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
北
海
道
大
学
時
代
に
国
際
的
な
水
準
に
達
す
る

一
つ
の
過
程
で
あ
っ
た
。
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一
九
二
四
年
(
大
正
二
三
に
工
学
部
が
開
設
さ
れ
、
鉱
山
学
科
に
応

用
地
質
学
-
講
座
が
誕
生
し
た
。
福
富
忠
男
が
担
当
し
、
金
の
、
資
源
に
つ
い

て
研
究
す
る
傍
ら
鉱
山
学
に
地
質
学
の
重
要
性
を
惨
透
さ
せ
る
こ
と
に
つ

と
め
た
。
一
九
二
八
年
(
昭
和
一
二
)
道
立
工
業
試
験
所
(
一
九
二
一
一
年
開

設
)
に
、
新
し
く
資
源
調
査
部
が
発
足
し
、
福
富
は
こ
の
部
門
の
指
導
を

ひ
き
う
け
、
彼
の
指
導
の
も
と
に
一
九
四
二
年
ま
で
に
『
北
海
道
有
用
鉱

物
調
査
報
告
』
一

O
編
と
『
地
質
調
査
報
告
』
七
編
が
出
版
さ
れ
た
。
福

富
の
許
に
い
た
大
平
安
は
日
高
山
脈
南
端
部
や
天
塩
の
上
士
別
の
岩
石
に

つ
い
て
詳
細
な
記
載
を
残
し
た
。

一九一一一

O
年
北
大
に
理
学
部
が
開
設
さ
れ
地
質
学
鉱
物
学
科
が
創
立
さ

れ
た
。
そ
の
淵
源
を
開
拓
使
仮
学
校
あ
る
い
は
札
幌
農
学
校
の
初
期
に
求

め
ら
れ
る
北
大
に
お
け
る
地
質
学
鉱
物
学
の
研
究
は
、
理
論
と
応
用
の
両

面
に
わ
た
り
こ
の
と
き
一
気
に
開
花
し
た
観
が
あ
っ
た
。
創
業
に
参
加
し

た
人
材
は
新
進
気
鋭
の
実
力
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
パ
ン
ベ
リ
l
、

ブ
レ
ー
ク
、
ガ
ワ
l
の
活
動
の
時
期
か
ら
み
れ
ば
、
す
で
に
六
八
年
を
経

過
し
、
ラ
イ
マ
ン
の
組
織
的
な
地
質
踏
査
か
ら
み
て
も
五
七
年
が
た
つ
て

い
た
。
北
海
道
の
地
質
や
鉱
物
に
つ
い
て
、
例
え
古
め
か
し
い
も
の
で
あ

っ
て
も
、
デ
ー
タ
に
は
か
な
り
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
上
に
近
代
的
な
地

質
学
や
鉱
物
学
が
生
れ
て
ゆ
く
素
地
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
研
究
の
一
つ
は
爽
炭
層
に
ま
つ
わ
る
研
究
で
あ

っ
た
。
一
八
八
七
年
(
明
治
二

O
〉
に
開
坑
し
た
幌
内
炭
坑
を
は
じ
め
、

当
時
の
北
海
道
で
は
、
石
狩
・
留
蔚
・
雨
龍
を
は
じ
め
す
で
に
多
く
の
炭

田
が
開
発
さ
れ
、
年
間
の
総
出
炭
量
は
一
九
三

O
年
に
約
一
五

O
O万
ト

ン
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
爽
炭
層
の
詳
細
な
層
序
(
地
層

の
累
重
の
順
序
)
や
堆
積
環
境
(
古
生
態
〉
の
変
遷
ゃ
、
古
生
物
に
よ
る

層
位
(
地
質
系
統
上
の
位
置
・
年
代
)
や
複
雑
な
地
質
構
造
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と



900 

で
、
爽
炭
層
の
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
長
尾
巧
で
あ
っ
た
。
彼
は
東

北
帝
国
大
学
の
地
質
学
古
生
物
学
教
室
に
於
て
、
九
州
を
中
心
に
自
室
系

と
そ
の
上
に
累
重
す
る
古
第
三
系
の
研
究
に
没
頭
し
、
留
学
中
に
も
パ
リ

盆
地
で
同
様
の
研
究
を
続
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
北
海
道
の
爽
炭

層
の
研
究
に
は
正
に
適
役
で
あ
っ
た
。
門
下
に
も
優
秀
な
人
材
が
集
ま

り
、
な
か
で
も
斉
藤
林
次
と
大
立
目
謙
一
郎
は
傑
出
し
た
存
在
で
あ
っ

た
。
長
尾
は
こ
れ
ら
多
く
の
門
下
生
と
協
力
し
、
構
造
の
最
も
複
雑
な
石

北大百年の諸問題

狩
炭
田
に
お
い
て
、
古
第
三
系
の
層
序
と
、
岩
相
や
堆
積
環
境
の
変
遷
を

明
ら
か
に
し
た
ほ
か
、
爽
炭
層
、
こ
の
場
合
は
石
狩
層
群
お
よ
び
そ
の
上

に
く
る
無
炭
層
(
幌
内
層
群
)
、
の
古
生
物
学
的
研
究
に
従
事
し
た
。

彼
ら
の
研
究
の
う
ち
ま
ず
古
生
物
学
的
方
面
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
爽

炭
層
の
下
位
に
く
る
自
室
系
で
は
、
ア
ム
モ
ナ
イ
ト
、
ア
ム
モ
ナ
イ
ト
の

顎
片
及
び
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
を
始
め
と
す
る
二
枚
貝
・
巻
貝
類
に
つ
い
て
詳

細
な
研
究
が
行
わ
れ
た
。
由
来
、
北
海
道
の
白
霊
系
産
の
化
石
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
横
山
又
次
郎
、
神
保
小
虎
お
よ
び
東
北
帝
大
の
矢
部
長
克
ら

の
国
際
的
な
評
価
も
高
い
業
績
が
あ
っ
た
。
長
尾
ら
を
中
心
と
し
た
こ
の

方
面
の
研
究
は
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
も
の
で
、
種
類
ご
と
の
生
存
期
聞

を
地
層
中
で
確
か
め
、
い
わ
ゆ
る
種
帯
(
ピ
オ
ゾ
l
ン
)
を
決
定
し
た
。

ま
た
多
く
の
種
の
地
層
中
で
の
出
現
期
間
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
群
帯
(
フ
ォ
i
ネ
ン
ゾ
i
ン
)
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
北

海
道
の
白
裏
系
の
国
際
的
対
比
が
始
め
て
可
能
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
長
尾
ら
は
、
複
雑
き
わ
ま
る
石
狩
炭
田
の
構
造
の
究
明
に
着
手

し
、
幌
内
層
群
と
石
狩
層
群
に
逆
転
構
造
、
多
数
の
衝
上
断
層
(
低
角
度

の
逆
断
層
)
、
横
臥
摺
曲
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
確
証
し
、
石
狩
炭
田
が
典

型
的
な
ア
ル
プ
ス
構
造
を
一
示
す
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
ら
の
爽
炭
層

の
研
究
は
、
釧
路
炭
田
、
雨
龍
・
留
蔚
炭
田
お
よ
び
樺
一
戸
山
地
に
点
在
す

る
爽
炭
層
を
は
じ
め
、
樺
太
の
各
地
に
及
ん
だ
が
、
石
狩
炭
田
の
よ
う
な

地
質
構
造
は
他
に
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
釧
路
炭
田
で
は
、

摺
曲
の
程
度
は
弱
く
、
一
種
の
傾
動
と
階
段
状
の
断
層
に
よ
る
乱
れ
が
主

と
な
っ
て
い
る
地
質
構
造
で
、
石
狩
の
ア
ル
プ
ス
型
に
比
べ
れ
ば
明
ら
か

に
ゲ
ル
マ
ン
型
で
あ
っ
た
。

日
高
山
脈
を
は
さ
ん
で
そ
の
東
西
に
分
布
す
る
白
墨
系
|
古
第
三
系
の

構
造
上
の
差
異
は
何
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
狩
炭
田
に
み
る

衝
上
断
層
は
多
く
東
か
ら
西
に
む
か
つ
て
っ
き
上
っ
て
い
る
し
、
同
様
な

傾
向
は
そ
の
ご
に
日
高
山
脈
の
中
心
部
の
西
縁
に
お
い
て
も
、
南
か
ら
北

ま
で
追
跡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
事
実
の
発
見
は
、
第
二

次
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
日
高
造
山
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
の
発
足
の
一
つ
の
契

機
と
な
っ
た
。

爽
炭
層
の
研
究
に
ま
つ
わ
る
一
つ
の
側
面
と
し
て
植
物
化
石
の
果
し
た

役
割
を
割
愛
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
大
石
三
郎
は
東
北
帝
国
大
学
で

矢
部
長
克
門
下
の
学
生
の
こ
ろ
か
ら
植
物
化
石
、
特
に
中
生
代
の
古
植
物

を
専
攻
し
、
一
九
四

O
年
(
昭
和
一
五
)
に
日
本
産
中
生
代
植
物
群
に
つ



い
て
大
著
を
完
成
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
彼
は
北
海
道
の
諸
炭
田
の
爽

炭
層
の
植
物
化
石
の
研
究
に
着
手
し
、
古
第
三
系
ば
か
り
で
な
く
、
新
第

三
系
に
属
す
る
爽
炭
層
の
識
別
に
も
貢
献
し
た
。
彼
の
協
力
者
に
藤
岡
一

男
が
お
り
、
と
も
に
北
海
道
を
中
心
に
北
方
圏
の
第
三
紀
植
物
群
の
全
貌

に
視
野
を
ひ
ろ
め
て
い
た
。
彼
ら
は
、
植
物
化
石
を
爽
炭
層
の
層
位
判
定

の
手
段
と
し
た
他
に
、
樹
種
か
ら
古
気
候
を
復
元
す
る
こ
と
に
貢
献
し
つ

つ
あ
っ
た
。
し
か
し
大
石
は
不
幸
に
も
一
九
四
七
年
病
没
し
、
こ
の
研
究

北大における地質学と北海道

は
そ
の
後
長
く
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北
海
道
の
新
第
三
紀
か
ら
現
世
に
わ
た
る
堆
積
物
に
は
、
変
質
し
た
火

山
噴
出
物
や
、
浅
熱
水
型
の
鉱
床
(
銅
、
鉛
、
亜
鉛
、
金
、
銀
、
炭
酸
マ

ン
ガ
ン
、
水
銀
、
重
品
石
、
酸
化
マ
ン
ガ
ン
等
〉
を
伴
う
中
新
統
ゃ
、
火

山
噴
出
物
に
富
む
鮮
新
世
か
ら
洪
積
世
お
よ
び
沖
積
世
に
わ
た
る
地
層
が

あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
非
火
山
性
の
堆
積
物
か
ら
成
る
中
新
統
か
ら
現
世

に
わ
た
る
地
層
が
、
地
理
的
に
偏
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
渡

島
半
島
や
知
床
岬
・
阿
寒
・
十
勝
・
大
雪
火
山
群
の
一
帯
と
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
の
沿
岸
北
部
は
前
者
に
属
し
、
グ
リ
γ
タ
フ
地
域
と
俗
称
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
中
新
統
の
火
山
噴
出
物
が
変
質
に
よ
っ
て
緑
色
を
呈
す
る
た

め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
火
山
噴
出
物
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
い
わ
ゆ
る

非
グ
リ
ン
タ
フ
地
域
は
、
神
居
古
語
変
成
岩
帯
や
日
高
帯
に
平
行
し
て
、

南
北
に
分
布
し
て
い
る
。
後
者
に
は
し
ば
し
ば
油
徴
が
認
め
ら
れ
、
か
っ

褐
炭
を
含
む
こ
と
が
多
い
が
、
一
金
属
鉱
床
ゃ
、
現
世
の
火
山
の
み
ら
れ
な
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い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

日
本
は
千
島
弧
、
本
州
弧
、
琉
球
弧
の
三
つ
の
島
弧
と
、
伊
豆
マ
リ
ア

ナ
弧
の
北
縁
か
ら
、
そ
の
上
部
構
造
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
グ
リ
ン
タ
フ

地
域
は
ど
の
ば
あ
い
で
も
弧
の
内
帯
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
今
は
常
識
と

な
っ
て
い
る
が
、
理
学
部
創
立
当
時
は
、
こ
う
し
た
原
則
は
は
っ
き
り
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
を
た
し
か
め
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
地
質
学
鉱
物
学
教
室
で
は
鈴
木
醇
の
発
案

に
よ
り
千
島
列
島
の
研
究
を
創
立
当
時
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
の
一

0
年

間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
千
島
弧
の
外
帯
は
根
室
半
島
や
色
丹
島
で
み
ら

れ
、
そ
の
調
査
は
主
と
し
て
佐
々
保
雄
が
担
当
し
た
。
内
帯
に
は
大
小
の

島
が
あ
り
、
毎
年
少
な
く
も
一
班
多
い
と
き
は
数
班
の
隊
が
-
調
査
を
行
い
、

占
守
島
か
ら
国
後
島
ま
で
(
オ
ン
ネ
コ
タ
ン
・
ハ
ル
ム
コ
タ
ン
・
シ
ャ
シ

コ
タ
ン
島
は
未
踏
査
〉
全
部
に
わ
た
り
五
万
分
の
一
縮
尺
の
地
質
図
が
完

成
さ
れ
た
。
こ
の
探
検
的
調
査
に
は
当
時
の
教
室
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
教

官
と
少
な
か
ら
ざ
る
学
生
が
参
加
し
た
。
主
役
を
演
じ
た
の
は
根
本
忠
寛

で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
、
内
帯
の
深
部
に
は
日
高
系
(
広
義
)
と

み
ら
れ
る
粘
板
岩
の
存
在
す
る
こ
と
、
お
よ
び
恐
ら
く
白
霊
紀
と
考
え
ら

れ
る
花
尚
岩
が
あ
り
、
と
も
に
不
整
合
に
グ
リ
ン
タ
フ
系
統
の
中
新
統
に

被
覆
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
聞
に
外
帯
に
み
る
よ
う
な
白
霊
系
も
古
第
三
系

も
欠
如
す
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
内
帯
に
は
合
金
石
英

脈
を
伴
う
中
新
世
花
尚
岩
の
存
在
す
る
こ
と
、
ウ
ル

y
プ
島
に
は
稼
行
価
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値
の
あ
る
銅
の
鉱
床
の
あ
る
こ
と
、
火
山
に
は
広
く
カ
ル
デ
ラ
の
発
達
す

る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。
千
島
列
島
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
南
部
に
み

る
、
深
度
三

0
0
0
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
縁
海
、
次
い
で
火
山
に
富
む
内

帯
、
そ
の
外
側
に
塩
基
性
火
山
噴
出
物
に
富
む
外
帯
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に

そ
の
外
側
に
千
島
海
溝
を
み
る
と
い
う
帯
状
配
列
が
確
実
な
も
の
と
な
っ

た
。
教
室
で
千
島
の
地
質
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
最
も
若
い
造
山
帯

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
上
で
、
は
か
り
知
れ
な
い
貢
献
を
も

北大百年の諸問題

た
ら
し
た
。

北
海
道
の
中
央
部
の
西
縁
に
は
、
天
塩
か
ら
日
高
海
岸
公
一
一
石
)
に
む

か
つ
て
、
神
居
士
口
一
諌
の
峡
谷
か
ら
夕
張
山
脈
を
通
り
結
晶
片
岩
が
南
北
に

分
布
し
て
い
る
。
鈴
木
醇
は
こ
れ
を
神
居
古
語
変
成
帯
と
呼
ん
だ
。
彼
は

地
質
学
・
岩
石
学
の
広
範
な
分
野
に
該
博
な
知
識
を
も
っ
て
い
た
が
、
特

に
深
い
興
味
を
も
ち
多
く
の
貢
献
を
残
し
た
の
は
、
結
晶
片
岩
と
そ
れ
に

伴
う
超
塩
基
性
岩
や
、
そ
の
な
か
に
み
ら
れ
る
鉱
床
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
彼
は
神
居
古
語
変
成
帯
の
山
石
石
に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
を
行
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
多
く
の
門
下
生
と
と
も
に
蛇
紋
岩
中
の
鉱
床
の
吟
味
を
始

め
た
。
鈴
ホ
が
こ
の
研
究
に
着
手
し
た
当
時
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
も

の
は
、
塊
状
ク
ロ
ム
鉱
で
は
日
高
の
日
東
鉱
山
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
石
綿
は

全
く
未
開
発
で
あ
っ
た
。
彼
は
徴
候
の
あ
る
未
開
発
地
域
の
地
質
調
査
を

自
ら
行
っ
た
が
、
石
綿
(
例
え
ば
山
部
の
野
沢
鉱
山
や
現
在
の
日
高
町
の

朝
日
右
左
府
鉱
山
)
は
彼
と
門
下
生
達
の
野
外
研
究
と
、
彼
自
身
の
室
内

研
究
の
結
果
、
企
業
化
き
れ
た
好
例
で
あ
る
。
ま
た
多
く
の
ク
ロ
ー
ム
鉱

山
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
、
が
い
え
る
。
砂
ク
ロ
ー
ム
(
例
え
ば
幌
加
内

鉱
山
)
も
彼
の
慎
重
な
鉱
量
の
吟
味
の
結
果
開
発
さ
れ
た
。
幌
加
内
と
間

寒
別
の
白
金
族
の
砂
鉱
床
は
、
例
え
古
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
彼
の
科
学
的
結
論
が
大
規
模
な
開
発
に
結
び

つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
研
究
協
力
者
は
余
り
に
も
多
く
全
部
を
列

記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
終
始
彼
と
行
動
を
と
も
に
し
た
人
々
を
挙

げ
る
と
す
れ
ば
、
石
川
俊
夫
、
舟
橋
三
男
、
橋
本
誠
二
、
斉
藤
昌
之
、
湊

正
雄
で
る
っ
た
。
鈴
木
の
神
居
士
口
語
変
成
岩
類
と
超
塩
基
性
岩
に
伴
う
鉱

床
の
研
究
は
、
我
が
国
で
は
前
例
の
な
い
も
の
で
、
こ
れ
に
対
し
一
九
四

九
年
(
昭
和
二
四
〉
に
日
本
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
お

そ
す
ぎ
た
観
が
あ
る
。

グ
リ
ン
タ
フ
地
域
に
み
ら
れ
る
浅
熱
水
型
鉱
床
と
し
て
は
、

ω銅
・

鉛
・
亜
鉛
の
豊
羽
・
国
富
・
寿
都
・
伊
達
の
鉱
山
、

ω金
・
銀
の
鴻
ノ

舞
・
サ
ン
ル
・
沼
ノ
上
・
轟
・
手
稲
の
鉱
山
、

ω炭
酸
マ
ン
ガ
ン
の
稲
倉

石
・
八
雲
・
上
ノ
国
の
鉱
山
、

ω重
日
間
石
の
小
樽
鉱
山
、

ω水
銀
の
イ
ト

ム
カ
・
竜
昇
段
の
鉱
山
、
制
酸
化
マ
ン
ガ
ン
の
ピ
リ
カ
・
長
豊
の
鉱
山
が

挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
は
中
新
世
の
生
成
と
結
論
さ
れ
る
も
の
で
、
鮮
新
世

の
も
の
と
し
て
は
、
的
硫
化
鉄
の
虻
田
・
幌
別
の
鉱
山
、
的
硫
黄
の
紫
明

川
・
幌
別
・
白
老
の
鉱
山
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
四
紀
の
生
成
に
よ
る
も
の

と
し
て
、
的
褐
鉄
鉱
2

の
倶
知
安
・
喜
茂
別
・
徳
舜
別
の
鉱
山
、
例
硫
黄
の



知
床
硫
黄
・
阿
寒
硫
黄
の
鉱
山
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鉱
床
は
、
原
因

準
平
を
は
じ
め
、
吉
村
豊
文
、
渡
辺
武
男
、
鈴
木
門
下
の
石
橋
正
夫
、
舟

橋
三
男
お
よ
び
原
因
の
門
下
生
に
よ
っ
て
く
ま
な
く
調
査
さ
れ
た
。
こ
の

と
き
鉱
床
と
同
時
に
鉱
石
の
詳
細
な
研
究
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鉱
床
生
成
の
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
鉱
床
の
探
査
の
上
で
案

外
に
重
要
な
意
味
が
る
る
。
佐
々
保
維
は
一
九
三
四
年
前
後
に
、
長
尾
巧

の
も
と
で
西
南
北
海
道
の
新
第
三
系
の
層
序
学
的
研
究
を
行
い
広
域
的
な

北大における地質学と北海道

層
序
区
分
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
グ
リ
ン
タ
フ
地
域
の
鉱
床
探
査

に
貢
献
し
た
。
長
尾
が
一
九
四
一
年
に
北
大
を
去
っ
た
後
、
佐
々
は
古
第

三
系
の
研
究
を
開
始
し
た
。
彼
は
初
期
に
は
長
尾
の
門
下
の
西
田
彰
一
と

協
力
し
、
主
と
し
て
釧
路
炭
田
の
爽
炭
層
を
研
究
し
て
い
た
、
が
、
さ
ら
に

石
狩
炭
田
、
雨
竜
、
天
北
炭
田
な
ど
に
手
を
ひ
ろ
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し

国
家
総
動
員
法
(
一
九
三
八
年
)
の
発
令
の
後
は
鉱
量
の
調
査
に
追
わ

れ
、
長
尾
の
こ
ろ
の
よ
う
な
学
風
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い

た。
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こ
の
項
目
を
終
わ
る
に
当
た
り
、
北
海
道
の
石
油
資
源
に
つ
い
て
北
大

の
行
い
得
た
こ
と
を
簡
略
に
述
べ
て
お
く
。
北
大
で
石
油
地
質
学
を
最
初

に
講
じ
た
の
は
上
床
国
夫
で
あ
る
。
広
い
視
野
を
も
っ
て
い
た
彼
は
、
い

わ
ゆ
る
石
油
鉱
床
の
探
資
ば
か
り
で
な
く
、
油
母
頁
岩
の
研
究
も
行
っ

た
。
ま
た
彼
は
開
発
の
技
術
に
も
明
る
く
、
我
が
国
の
石
油
地
質
学
界
を

近
代
化
し
た
一
人
で
も
あ
っ
た
o
i
し
か
し
彼
が
北
大
の
地
質
学
鉱
物
学
教

室
に
在
任
し
た
の
は
僅
か
六
年
で
門
下
生
も
少
な
か
っ
た
。
こ
の
短
い
在

任
中
に
樺
太
の
油
田
調
査
隊
を
全
国
的
規
模
で
編
成
し
、
自
ら
そ
の
代
表

と
な
り
、
自
室
系
か
ら
新
第
三
系
に
わ
た
っ
て
探
査
を
行
っ
た
。
ま
た
彼

が
当
時
す
で
に
北
海
道
で
白
蔓
系
中
に
油
徴
を
見
い
だ
し
た
の
は
一
つ
の

貢
献
だ
あ
っ
た
。
敗
戦
も
間
近
い
一
九
四
五
年
六
月
に
、
北
大
に
も
石
油

地
質
学
講
座
が
開
設
さ
れ
、
佐
々
保
雄
が
担
当
教
授
と
な
引
た
。
彼
は
こ

の
一
、
ご
年
前
か
ら
天
北
油
田
な
ど
を
研
究
し
始
め
て
い
た
が
、
d

不
幸
に

し
て
機
械
も
器
具
も
な
く
、
み
る
ぺ
き
成
果
は
望
む
可
く
も
な
か
っ
た
。

6 

北
海
道
大
学
の
時
代

戦
後
の
地
質
学
鉱
物
学
教
室
に
お
い
て
も
、
創
業
以
来
の
、
問
題
を
集

団
で
と
り
上
げ
る
学
風
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
上
に
、
問
題

を
個
別
的
に
み
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
一
五
年
間
に
築
き
上
げ
た
基
礎
に

立
っ
て
総
合
的
に
と
ら
え
る
、
新
し
い
強
力
な
流
れ
が
育
ち
始
め
て
い

た
。
そ
の
代
表
的
な
例
は
い
わ
ゆ
る
日
高
造
山
運
動
の
研
究
で
あ
っ
た
ρ

北
海
道
を
地
質
学
的
に
み
る
と
、
ア
ル
プ
ス
型
の
構
造
を
示
す
石
狩
炭

田
、
そ
の
東
側
に
連
る
細
粒
の
堆
積
物
か
ら
成
る
フ
リ
ッ
シ
ュ
型
の
厚
い

白
星
系
、
蛇
紋
岩
に
遊
入
さ
れ
緑
色
片
岩
を
主
と
す
る
神
居
古
濠
変
成

帯
、
さ
ら
に
ジ
ュ
ラ
・
三
畳
・
上
部
ペ
ル
ム
系
か
ら
な
る
、
海
底
火
山
噴

出
物
に
富
む
一
連
の
厚
い
地
層
即
ち
地
向
斜
型
の
地
震
(
広
義
の
日
高
層

群
)
と
、
そ
の
東
に
違
る
日
高
帯
(
種
々
の
超
塩
基
性
岩
と
は
ん
れ
い
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岩
、
さ
ら
に
片
麻
岩
や
混
成
岩
か
ら
成
る
超
変
成
岩
類
と
、
再
成
型
の
花

筒
岩
な
ど
か
ら
成
る
〉
が
帯
状
に
配
列
し
て
い
る
。
さ
ら
に
日
高
帯
の
東

を
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
全
く
対
称
的
に
日
高
層
群
・
白
墓
系
・
古
第
三
系

が
西
か
ら
東
に
む
か
つ
て
分
布
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
こ
う
し
た
構
造
単

元
や
岩
石
が
、
互
に
何
の
関
連
も
な
い
の
に
規
則
正
し
く
配
置
し
て
い
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
原
因
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

舟
橋
三
男
・
橋
本
誠
二
を
中
心
に
し
た
集
団
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
神

居
古
湾
帯
の
結
日
間
片
岩
の
源
岩
は
、
本
来
日
高
層
群
に
属
す
る
岩
石
と
同

じ
も
の
で
あ
り
、
日
高
帯
を
構
成
す
る
片
麻
岩
や
混
成
岩
も
、
同
様
な
原

岩
の
花
山
間
岩
化
作
用
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
ま
り

地
向
斜
の
海
の
時
代
に
は
北
海
道
の
中
央
部
は
一
連
の
堆
積
金
地
で
あ

り
、
類
似
し
た
堆
積
岩
や
海
底
火
山
噴
出
物
が
そ
の
海
を
埋
め
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
地
向
斜
堆
積
物
は
巨
大
な
厚
さ
が
あ
り
、
そ
こ
が
長
期
に
わ

た
る
沈
降
区
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

地
向
斜
海
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、

地
殻
の
下
層
約
二

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
上
部
マ
ン
ト
ル
に
は
、

地
震
波
に
よ
る
低
速
度
層
が
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
断
裂
運

動
に
よ
っ
て
マ
ン
ト
ル
物
質
が
熔
融
し

E
流
動
的
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
地
質
時
代
に
も
当
然
こ
う
い
う
こ
と
が
幾
度
と
な
く
起

こ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
低
速
度
層
よ
り
上
層
に
あ
る
地
震
は

次
第
に
沈
降
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
こ
の
沈
降
区
に

北大百年の諮問題

は
数
千
万
年
に
わ
た
り
次
々
に
海
成
層
が
堆
積
し
た
。
こ
れ
が
地
向
斜
海

成
立
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
一
方
低
速
度
層
を
構
成
す
る
上
部
マ
ソ
ト
ル

物
質
(
主
に
か
ん
ら
ん
岩
な
ど
の
超
塩
基
性
岩
と
多
量
の
水
か
ら
な
る
〉

は
既
述
の
よ
う
に
熔
融
し
、
揮
発
成
分
に
富
ん
で
い
る
の
で
、
ひ
ん
ぱ
ん

に
海
底
火
山
噴
出
物
と
し
て
地
向
斜
の
海
に
堆
積
し
た
の
で
あ
る
。
以
上

が
現
在
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
た
地
向
斜
物
質
出
現
の
経
緯
で
あ
る
。

で
は
こ
の
地
向
斜
海
が
ど
う
し
て
山
脈
に
変
貌
し
た
の
で
告
の
ろ
う
か
、

前
記
の
熔
融
し
た
上
部
マ
ン
ト
ル
物
質
の
一
部
は
、
超
塩
基
性
岩
や
は
ん

れ
い
岩
と
し
て
地
殻
の
下
部
や
地
向
斜
物
質
に
貫
入
す
る
一
方
、
過
熱
水

蒸
気
の
花
崩
岩
化
作
用
に
よ
っ
て
、
下
部
地
殻
や
地
向
斜
物
質
、
特
に
そ

の
下
部
に
存
在
し
た
も
の
を
、
片
麻
岩
、
混
成
岩
、
再
生
型
の
花
崩
岩
な

ど
に
変
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
み
な
非
常
に
密
度
の
小
さ

い
酸
性
岩
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
岩

石
は
、
そ
の
上
方
や
側
方
に
で
き
た
熱
変
成
岩
ゃ
、
そ
の
さ
ら
に
上
方
お

よ
び
側
方
に
あ
る
巨
大
な
不
変
成
の
地
向
斜
物
質
を
浮
力
に
よ
っ
て
押
し

上
げ
な
が
ら
、
長
期
間
(
約
七
千
万
年
)
を
か
け
て
上
昇
し
て
ゆ
く
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
か
つ
て
海
底
に
形
成
さ
れ
た
地
向
斜
物
質
は
海
面

上
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
表
面
か
ら
の
侵
蝕
に
さ
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
元

の
地
向
斜
海
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
そ
こ
に
フ
リ
ッ
シ
ュ
型
の
地
層
を
堆

積
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
軸
帯
の
一
部
を
構
成
す
る
神
居
古
海
変
成
帯

で
は
、
熱
の
影
響
が
相
対
的
に
小
さ
く
、
逆
に
上
昇
の
過
程
で
特
別
に
偏



圧
の
加
わ
っ
た
こ
と
が
岩
石
の
構
造
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
て
か
つ
て
の
地
向
斜
物
質
の
す
べ
て
が
山
脈
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
舟
橋
・
橋
本
は
、
こ
の
地
向
斜
の
海
か
ら
山
脈
の
生
ず
る
全
過
程
を

日
高
造
山
運
動
と
命
名
し
た
。
こ
の
山
脈
は
、
古
第
三
紀
か
ら
新
第
三
紀

に
至
り
一
一
層
そ
の
高
さ
を
増
し
苅
侵
蝕
に
さ
ら
さ
れ
、
磯
岩
を
主
と
す
る

モ
ラ
ッ
ス
型
の
地
層
を
ふ
も
と
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

日
高
造
山
運
動
と
同
様
な
過
程
は
グ
リ
ン
タ
フ
地
域
に
も
認
め
ら
れ

北大における地質学と北海道

る
。
千
島
列
島
の
内
帯
を
は
じ
め
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
、
利
尻
・
礼
文
・
天

売
・
焼
尻
島
か
ら
西
南
北
海
道
に
わ
た
る
一
帯
に
は
、
こ
の
よ
う
に
断
定

で
き
る
デ
ー
タ
が
充
分
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
地
域
で
は
、
中
新
世

早
期
は
地
向
斜
海
、
末
期
は
細
粒
の
堆
積
物
か
ら
成
る
フ
リ
ッ
シ
ュ
海

で
、
深
部
で
は
花
嵐
閃
緑
岩
や
石
英
斑
岩
な
ど
の
造
山
型
火
成
作
用
が
あ

り
、
そ
れ
を
契
機
に
山
脈
化
し
、
鮮
新
世
か
ら
現
世
に
か
け
て
は
、
磯
岩

に
富
む
モ
ラ
y

ス
時
代
に
な
っ
た
こ
と
が
読
み
と
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ

で
も
地
向
斜
海
か
ら
山
脈
へ
の
過
程
が
湊
・
舟
橋
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
一
方
、
本
州
の
北
上
山
地
、
阿
武
隈
山
地
で
は
、
長
尾
・
鈴
木
の
指
導

の
下
に
、
一
九
三

0
年
代
後
半
か
ら
古
生
層
の
層
位
学
的
研
究
が
始
め
ら

れ
て
い
た
。
戦
時
研
究
の
た
め
の
長
い
中
断
の
の
ち
こ
の
研
究
は
復
活

し
、
日
高
造
山
帯
と
同
様
な
構
造
解
析
が
一
五

O
人
に
及
ぶ
協
力
者
に
よ

っ
て
三

O
年
に
わ
た
っ
て
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
日
高
造
山
運

90ラ

動
よ
り
も
一
段
と
古
い
、
バ
ァ
リ
ス
カ
ン
造
山
に
対
比
さ
れ
る
よ
う
な
、

シ
ル
ル
紀
よ
り
ペ
ル
ム
紀
末
に
わ
た
る
古
生
代
の
造
山
帯
と
造
山
運
動
の

経
緯
が
あ
か
る
み
に
で
て
き
た
。
こ
の
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
湊
正

雄
で
あ
っ
た
。
一
九
六

0
年
代
に
は
、
舟
橋
と
そ
の
一
門
が
、
兎
角
手
薄

で
あ
っ
た
古
生
代
造
山
帯
の
岩
石
学
的
研
究
に
と
り
く
み
、
地
向
斜
段
階

の
火
山
噴
出
物
ゃ
、
花
筒
岩
帯
や
変
成
帯
の
岩
石
の
性
状
が
急
速
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。

日
本
の
よ
う
な
弧
状
列
島
は
、
一
般
に
新
し
い
地
質
現
象
の
み
ら
れ
る

と
こ
ろ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
日
本
の
パ
ァ
リ
ス
カ
ン
造
山
運
動
の

研
究
は
構
造
地
質
学
界
を
驚
か
せ
た
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
舟
橋
ら
の
岩

石
・
構
造
の
研
究
に
よ
っ
て
、
古
生
代
の
造
山
帯
の
下
方
に
は
先
カ
ン
ブ

リ
ヤ
紀
の
基
盤
岩
が
広
く
伏
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
地
向
斜
海
が
海
洋
地
殻
の
上
に
発
生
す
る
も
の
だ
と
は
、
ス
テ
ィ
レ

(出・

ω三万

H
S
C
以
来
今
に
至
る
も
信
奉
者
の
多
い
仮
説
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
仕
事
に
よ
っ
て
無
惨
に
う
ち
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古

生
代
造
山
帯
の
研
究
が
北
海
道
の
地
質
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、

ω古
生

代
の
造
山
帯
が
少
な
く
と
も
西
南
北
海
道
ま
で
追
跡
さ
れ
る
こ
と
と
、

ω

神
居
古
海
帯
の
蛇
紋
岩
中
の
捕
獲
岩
片
の
あ
る
も
の
(
例
え
ば
磁
鉄
鉱
・

ザ
ク
ロ
石
・
石
英
片
岩
な
ど
)
が
、
北
上
・
阿
武
隈
の
例
か
ら
み
て
、
先

カ
ン
ブ
リ
ヤ
界
起
源
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
高
造

山
帯
が
大
陸
地
殻
の
上
に
発
生
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
事
実
に
よ
る
ば
か



906 

り
で
な
く
、
積
丹
半
島
か
ら
日
高
海
岸
に
沿
う
測
線
に
み
ら
れ
る
、
地
震

探
査
に
よ
る
地
殻
構
造
の
断
面
図
に
照
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

北
海
道
の
火
山
に
つ
い
て
は
、
関
学
以
来
、
多
数
の
研
究
が
あ
る
。
一

つ
は
火
山
活
動
そ
の
も
の
の
研
究
で
、
樽
前
・
有
珠
・
駒
ヶ
岳
を
は
じ
め

知
床
硫
黄
山
・
雌
阿
寒
・
十
勝
大
雪
火
山
群
の
す
べ
て
の
活
火
山
に
行
わ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
他
は
現
在
の
活
動
の
有
無
を
問
わ
ず
、
個
々
の

火
山
や
火
山
列
の
岩
石
や
、
生
成
史
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
北
海
道

北大百年の諸問題

の
み
な
ら
ず
、
千
島
列
島
ゃ
、
利
尻
、
渡
島
大
島
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
な
か
に
は
樽
前
円
頂
丘
熔
岩
中
に
み
ら
れ
る
捕
獲
岩
片
の
研
究
か

ら
、
火
山
の
深
部
構
造
を
推
定
し
た
す
ぐ
れ
た
研
究
も
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
各
火
山
の
岩
石
の
化
学
組
成
の
研
究
が
進
み
、
内
帯
の
内
側

か
ら
縁
海
(
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
日
本
海
〉
に
向
い
、
カ
ル
ク
ア
ル
カ
リ

岩
・
亜
ア
ル
カ
リ
岩
・
ア
ル
カ
リ
岩
の
帯
状
配
列
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

っ
た
。
一
九
五

0
年
代
の
中
期
以
降
に
は
、
カ
ル
デ
ラ
と
そ
の
周
辺
に
分

布
す
る
火
砕
流
(
熔
結
凝
灰
岩
を
ふ
く
む
)
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
進
め
ら
れ
た
火
砕
流
や
火
山
灰
の
層
位
学
的
研
究
の
中
心

と
な
っ
た
の
は
石
川
俊
夫
で
あ
っ
た
。
彼
は
温
泉
に
つ
い
て
も
終
始
検
討

を
つ
づ
け
た
が
、
泉
質
(
化
学
成
分
〉
と
深
部
に
伏
在
す
る
岩
石
と
の
関

連
を
明
ら
か
に
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
温
泉
の
起
源
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

現
世
の
火
山
に
拠
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
自
室
紀
以
降
の
酸
性
深
成
岩

や
脈
岩
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
ら
れ
る
も
の
の
多
い
こ
と
を
論
証
し
た
。

こ
れ
は
地
熱
開
発
に
大
き
な
指
針
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
し
、
実
践
に
よ

っ
て
た
め
さ
れ
て
も
い
る
。
北
海
道
に
火
山
層
序
学
の
確
立
し
た
の
も
、

彼
と
そ
の
門
下
お
よ
び
湊
ら
一
門
の
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

鉱
物
学
方
面
で
こ
の
時
期
の
著
し
い
貢
献
は
、
ノ
レ
ル
コ

(
X
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
)
や
示
差
熱
分
析
法
の
導
入
に
よ
っ
て
、
原
田
の
指
導

の
下
に
粘
土
鉱
物
や
炭
酸
塩
鉱
物
の
研
究
の
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
八
木
健
三
と
そ
の
門
下
に
よ
り
、
高
温
高
圧
・
熱
水
下
の
造
岩
鉱
物
の

合
成
に
多
く
の
業
績
が
残
さ
れ
た
。
ま
た
舟
橋
一
門
は
斜
長
石
の
研
究
に

新
し
い
分
野
を
開
拓
し
た
。

層
位
学
方
面
で
も
設
備
が
改
善
さ
れ
、
同
位
体
地
質
学
や
核
分
裂
法
に

よ
る
年
代
測
定
、
古
地
磁
気
学
、
化
石
に
残
存
し
て
い
る
有
機
物
の
研
究

(
古
生
化
学
〉
お
よ
び
古
組
織
学
な
ど
の
分
野
に
次
々
と
新
し
い
研
究
者

が
育
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
超
微
化
石
や
徴
化
石
の

研
究
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
古
植
物
学
ゃ
、
古
生
代
か
ら
新
生
代
に
わ
た

る
古
動
物
学
の
研
究
が
復
活
し
多
く
の
業
績
が
生
ま
れ
た
。
花
粉
・
胞
子

分
析
学
は
古
生
態
学
に
長
足
の
進
歩
を
も
た
ら
し
、
層
位
判
定
や
古
気
候

の
推
定
に
も
貢
献
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
研
究
は
、
一
方
に
お
い
て
造
山
帯
の
研
究
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
北
海
道
の
第
四
紀
学
を
再
出
発
さ
せ
る
こ
と

に
も
な
っ
た
。
一
九
五

0
年
代
に
海
跡
湖
の
研
究
に
着
手
し
た
湊
ら
は
、

各
地
の
海
岸
地
帯
に
伏
在
し
て
い
る
埋
積
段
丘
の
年
代
や
、
当
時
の
古
気



候
の
復
元
に
よ
っ
て
氷
期
の
問
題
や
、
海
水
準
変
動
の
真
相
を
明
ら
か
に

し
、
最
新
の
時
代
の
古
地
理
的
変
遷
を
解
明
し
た
。
こ
の
研
究
は
同
時

に
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
台
頭
し
た
土
木
地
質
学
・
地
質
工
学
と
い
っ
た
新
し

い
応
用
地
質
学
の
分
野
に
い
さ
さ
か
の
貢
献
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
地
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
、
地
方
的
に
か
な
り
の
粗
密
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
基
礎
-
調
査
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
五
二
年
(
昭
和
二
七
)
、
鈴
木
・
原
田
の
主
唱
に
よ
っ
て
、

我
が
国
と
し
て
は
前
例
を
み
な
い
大
規
模
な
研
究
組
織
が
編
成
さ
れ
、
北

海
道
内
の
地
質
研
究
機
関
と
地
質
学
鉱
物
学
教
室
の
大
部
分
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
て
、
五
万
分
の
一
の
地
質
図
幅
の
完
成
を
全
道
的
に
促
進
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
、
有
望
と
み
ら
れ
る
鉱
産
資
源
地
域
を

精
査
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
原
料
と
し
て
の
石
灰
岩
の
鉱
量

調
査
や
、
砂
鉄
を
は
じ
め
未
利
用
鉄
資
源
、
硫
黄
な
ど
の
調
査
が
進
め
ら

れ
た
。
こ
の
時
期
に
、
日
高
帯
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
鉱
床
、
ニ
ッ
ケ
ル
や

石
墨
(
音
調
津
鉱
山
)
や
含
銅
硫
化
鉄
鉱
床
(
下
川
鉱
山
と
そ
の
周
辺
)

が
調
査
さ
れ
、
北
見
に
ひ
ろ
が
る
鉄
マ
ン
ガ
ン
鉱
床
も
精
査
さ
れ
た
。
こ

の
調
査
は
次
々
と
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
六

O
年
以
降
も
つ
づ
け

ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
根
釧
原
野
に
お
け
る
農
業
用
水
の
た
め

北大における地質学と北海道907 

の
地
質
調
査
や
、
震
害
対
策
と
し
て
海
岸
や
内
陸
で
の
軟
弱
地
盤
地
質
系

統
や
火
砕
流
の
調
査
が
、
開
発
局
や
道
庁
の
要
請
で
行
わ
れ
た
。
地
質
学

鉱
物
学
教
室
で
は
一
九
六

O
年
か
ら
一
九
七

0
年
代
に
わ
た
り
、
数
多
の

試
錐
試
料
を
基
礎
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
一

O
編
の
報
告
書
と
六

枚
の
地
盤
図
を
作
製
し
、
こ
れ
は
道
庁
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

〔
附
記
〕
北
大
百
年
史
の
性
質
上
本
文
で
取
扱
う
事
項
は
一
九
七
O
年
ご
ろ
ま
で
に

と
ど
め
た
。
小
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
朝
比
奈
英
三
、
舟
橋
三
男
、
松
下
勝

秀
氏
ら
に
種
々
の
点
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
銘
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

(
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
)
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